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目

次

▷

（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
規
則
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
一
の
部
一
の
款
４
の
項
⑴
中
「
千
六
百
三
十
円
」
を

「
千
五
百
八
十
円
」
に
改
め
、
同
項
⑵
中
「
千
五
百
四
十
円
」
を

「
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
⑶
中
「
二
千
百
六
十
円
」
を
「
二
千

九
十
円
」
に
改
め
、
同
部
三
の
款
１
の
項
⑶
中
「
五
百
十
円
」
を

「
五
百
三
十
円
」
に
改
め
、
同
款
２
の
項
⑴
ア
中
「
二
千
八
百
八
十

円
」
を
「
二
千
九
百
六
十
円
」
に
改
め
、
同
項
⑵
中
「
千
三
百
六
十

円
」
を
「
千
四
百
四
十
円
」
に
改
め
、
同
項
⑷
オ
中
「
四
千
七
百
五

十
円
」
を
「
四
千
七
百
四
十
円
」
に
改
め
、
同
項
⑸
イ
中
「
五
千
三

百
七
十
円
」
を
「
五
千
五
百
三
十
円
」
に
改
め
、
同
項
⑺
ア
中
「
千

四
百
四
十
円
」
を
「
千
四
百
八
十
円
」
に
改
め
、
同
項
⑺
イ
中
「
千

八
百
四
十
円
」
を
「
千
九
百
二
十
円
」
に
改
め
、
同
項
⑺
ウ
中
「
二

千
三
百
二
十
円
」
を
「
二
千
四
百
八
十
円
」
に
改
め
、
同
項
⑻
中

「
千
五
百
十
円
」
を
「
千
四
百
七
十
円
」
に
改
め
、
同
部
四
の
款
１

の
項
⑶
ア
、
イ
及
び
エ
中
「
八
百
九
十
円
」
を
「
八
百
七
十
円
」
に

改
め
、
同
項
⑽
エ
中
「
八
百
四
十
円
」
を
「
八
百
十
円
」
に
改
め
、

同
項
⑽
ク
中
「
二
千
七
百
二
十
円
」
を
「
二
千
六
百
四
十
円
」
に
改

め
、
同
項
⑾
ア
及
び
イ
中
「
千
六
百
五
十
円
」
を
「
千
六
百
二
十

円
」
に
改
め
る
。

　
　

附　

則

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
試
験
又
は
検
査
の
依
頼
を
受
け

て
い
る
も
の
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

告
　
　
　
示

◉
東
京
都
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第
五
百
七
十
八
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則

○
東
京
都
健
康
安
全
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究
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タ
ー
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係
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数
料
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…
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…
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…
…
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…
…
…
…
…
…
…（
保
健
医
療
局
健
康
安
全
部
健
康
安
全
課
）…	

一

告
　
　
　
示

○
土
壌
汚
染
対
策
法
の
規
定
に
基
づ
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
区

　

域
の
指
定
解
除
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
環
境
改
善
部
化
学
物
質
対
策
課
）…	

一

告
　
　
　
示
（
選
）

○
不
在
者
投
票
管
理
者
を
置
く
施
設
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…	

四

規
　
　
　
則

東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
関
係
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
四
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
十
六
号

東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
関
係
手
数
料
条
例

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
関
係
手
数
料
条
例
施
行
規
則

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
五
年
東
京
都
告
示
第
六
百
五
十
七
号

及
び
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
十
九
号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
全

部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

指
定
を
解
除
す
る
区
域　

別
図
の
と
お
り
（
中
央
区
八
重
洲
二

丁
目
地
内
）

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い

な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類　

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

三　

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置　

土
壌
汚
染
の
除
去
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起点①は、中央区八重洲二丁目 106 番 （旧 6 番 3）の最北点とする。 起点① 

起点②は、中央区八重洲二丁目 106 番 一部   
とする。

起点② 

起点① 26 度 52 分 14 秒 

起点② 27 度 2 分 33 秒 

格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向に引いた線並びにこれらと平行して10ｍ間隔

で引いた線により構成されている格子を、起点を中心として、右回りに回転させた角度を示す。

別図 

【格子の回転角度】

【起点】

起点①

起点②

a b

c
d

番 番

27度2分33秒
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◉
東
京
都
告
示
第
五
百
七
十
九
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
三
年
東
京
都
告
示
第
千
三
百
九
十
八
号

に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
全
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
二
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

指
定
を
解
除
す
る
区
域　

別
図
の
と
お
り
（
台
東
区
入
谷
二
丁

目
地
内
）

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類　

ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
、
一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

並
び
に
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物

三　

規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類　

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

四　

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置　

土
壌
汚
染
の
除
去

 

【起点】
起点は、台東区入谷二丁目43番16の最北端とする。

【凡例】
敷地境界

単位区画

指定を解除する区域

【格子の回転角度(86度57分14秒)】

格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北
方向に引いた線並びにこれらと平行して10m間隔で
引いた線により構成されている格子を、起点を中心
として、右回りに回転させた角度を示す。

筆境界

別図 

台東区入谷二丁目43番16

43番1

86度57分14秒

真
北
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告
　
　
　
示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
三
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五

十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
第
二
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十

二
号
）
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次

の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
六
年
四
月
二
十
四
日東

京
都
選
挙
管
理
委
員
会

施　

設　

の　

名　

称

所　
　
　

在　
　
　

地

そ
ん
ぽ
の
家
Ｓ
木
場
公
園

江
東
区
平
野
四
丁
目
十
番
三
号

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

円

一
箇
月

円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所
電
話

〇
三（
五
二
七
六
）〇
八
一
一（
代
）
郵便番号
１０１―００５１

三

鈴

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
丁
目
三
十
二
番
地
一

三
〇

六
、
六
〇
〇


